
短冊目録 ★注意：解読できなかった文字は、□で表記

資料番号 作品名 種類 作者 時代・制作年

治れる世はほとほとに 和歌 清水光房

静なる亀のあゆみに 和歌 黒田清綱

しはし□□すむとはにみし 和歌 高松保實

思へども昔のままの 和歌 村田春門

あら玉のとしのはじめの 和歌 鈴木重嶺

夏小立いとどいぶせく 和歌 式部

よあらしのつらさのはては 和歌 大田垣蓮月

はやり子が神より板に 和歌 井上文雄

暮のこる春はけふより 和歌 帒翁

いくみ竹ふみみぬまどに 和歌 千種有文

花はなほのこれる物を 和歌 木村定良

何事もなし得ぬ身には 和歌 馬島瑞園

早朝の日覆下ろして 俳句 小沢平八

ゆめのごと過しむかしの 和歌 石山リウ

城趾若葉つたはる 俳句 高橋忠次

いまのよを千代のむかしと 和歌 江花繁

名物の一つを得たり 俳句 新城猪之吉（五代）

歌の碑やそなたも讚めよ 俳句 林毅

歩を運ぶいしぶみはこれ 俳句 遠藤昌喜

所どころ礎残る 和歌 田中六郎

いにしへのかたみを見する 和歌 千葉松枝

あれ果てし鶴の大城に 和歌 横山信八

晩翠のほまれとどむる 和歌 渡部直柳

いしふみのうたくちすさみ 和歌 馬場きい子

栄えたるむかしも今の 和歌 川嶋梅子

荒れはてし古城の月の 和歌 松川鶴子

世と共に照りかがやかむ 和歌 太田郁子

あれはてし大城のあとに 和歌 宇津みつ子

筆のあや月見楼のいしずえと 和歌 秋月まし子

城跡の秋草に佇ち 俳句 新城猪之吉（五代）

七十年の昔をしのぶ 和歌 清水秀子

鶴ヶ城ほまれ朽ちせぬ 和歌 土井晩翠

上臈の月見されけむ 和歌 田中六郎

益良夫のその名と共に 和歌 斎藤和市

年ごとにかをりはたかし 和歌 秋月次三

鳴虫のすみかとなりて 和歌 秋月まし子

明け易きしじまに追ふや 俳句 蒲生悠成

ふる城の月の光を 和歌 小川秀子

詩碑涼し　千代の松が枝 俳句 高橋奇策

閑古鳥　大城の樹々の 俳句 菊地酔月

月光や天主の趾の 俳句 冠山

いしふみをみるにつけても 和歌 石山リウ

会津祢は雲はれ渡り 和歌 石山リウ

古城の柿のわくら葉 和歌 五十嵐竹雄

蕉雨画 絵画 野出善次

松石画 絵画 岩浅寛

程もなくひきかへしてよ 和歌 善光院尼

たごのうらもふもとのいけとみ 和歌 千葉胤明

明ぬ間のしのぶの衣 和歌 松平容住

何事も昔とぞなる 和歌 松平容敬
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短冊№12
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短冊№14 昭和24年8月

短冊№15 昭和22年6月5日

短冊№16 昭和22年6月5日

短冊№17 昭和22年6月5日

短冊№18 昭和22年6月5日

短冊№19 昭和22年6月5日

短冊№20 昭和22年6月5日
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短冊№22 昭和22年6月5日

短冊№23 昭和22年6月5日

短冊№24 昭和22年6月5日

短冊№25

短冊№26

短冊№27

短冊№28 昭和22年6月5日

短冊№29 昭和22年6月5日

短冊№30 昭和12年10月

短冊№31 昭和12年10月

短冊№32 昭和22年6月5日

短冊№33 昭和22年6月5日

短冊№34

短冊№35

短冊№36 昭和12年10月

短冊№37 昭和22年6月5日

短冊№38

短冊№39 昭和22年6月5日

短冊№40 昭和22年6月5日

短冊№41

短冊№42 昭和22年6月5日

短冊№43 昭和12年10月

短冊№44 昭和22年6月5日

短冊№45 昭和16年

短冊№46 昭和16年
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資料番号 作品名 種類 作者 時代・制作年

今もなほしたふこころは 和歌 松平容保

もずが鳴群もきこえて 和歌 松平忠敏

曇りなき月日は照せ 和歌 山川浩

行ままにたびは物うし 和歌 松平容住

都人そぞろありきの 和歌 松平照子（照姫）

松竹の色にならひて 和歌 近衛忠凞

さらさらと松風かよふ 和歌 栄子

見はすして□□□つもあり 和歌 千葉胤明

更行（ふけゆけ）ば霜夜の鐘の 和歌 篠山景徳

民草はわすれかねてぞ 和歌 豊則

祢（ね）がふ□□□□□□□□□ 和歌 貴島磯麿

沖縄の旅路いそぎて 和歌 塙忠雄

ちるはなのみだれごころに 和歌 加藤義清

知有明君有此臣数経危険致 漢詩 森村宜民

をし祢（ね）ほすふしみの小田の 和歌 春方

うぐひすは志（し）らで出にし 和歌 依平

おもひ寝の夢のゆくへも 和歌 近藤芳樹

花笠に賽銭の降る 俳句

勿体なや祖師は紙衣の 俳句 大谷光演

君ならで誰かは千代の 和歌 義信

さよふけてまたもしぐれの 和歌 鳥谷部紹胤

紫のいろにうつりて 和歌 寺尾彭

有地なひきはるくろ風の 和歌 不明

いかにせばわがことの葉に 和歌

池水の底清ければ 和歌 岩下方平

すまのあまのつらさにまさ□□ 和歌

なにはがた雪にまじりて 和歌 近藤芳介

廣堂画 絵画 廣堂

青丹によしならの都の 和歌 東孝

時は今淋しき秋も 和歌 岡信則

阿幾の山□□の千世も 和歌 渋谷国安

昇山画 絵画 昇山

うえしよりちよのふしある 和歌 大林親賢

さためなき習ひとしれど 和歌 前田利鬯

諸人も憐れとやみん 和歌 つとむ

いつとけむものとも見えず 和歌 村田春門

門毎のやなぎの糸は 和歌 千種有文

咲はなのさはりのみかは 和歌 鍋島直正

ゆあみして出る門への 和歌 小出粲

けふよりはおもひなぎさの 和歌

し□□かなる御よにねふりの 和歌

桜□□□種やまくらん 和歌 足代弘訓

くちはてていつみの川に 和歌 橘冬照

むら雨の晴にし雲の 和歌 篠塚兼当

七種の花をながめし 和歌 杜河安弘

いかにせん松に仰ぎし 和歌 渋谷源蔵光信

過さりしよはひをまたも 和歌

□□るまに老を和す□□は 和歌 不染

ながめても□□てらん物を 和歌 八田知紀

咲出てひごとににほひ 和歌 西郷勇左衛門近潔
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今年また世におくれては 和歌 今泉千秋

解読不能

あづさ弓はるのひかりに 和歌 天機本

古々路那支（こころなき）こころを何に 和歌 栞

千代八千代根ざしふかめと 和歌

千代までも君はま□□なむ 和歌 松平春岳

山窓にまたたくともし 和歌 矩静

終夜すみゆく月に 和歌 宮城三平

みだれちる雁を見るにも 和歌 渋谷源蔵光信

立花の香川の里に 和歌 松平頼纉

あづさ弓いそぢばかりの 和歌 西郷頼母近思

さくら咲大和島根に 和歌 諏訪美国

萬代のかげこそこもれ 和歌 東久世通禧

よろこびの数かぎりなき 和歌 藤沢内蔵丞

立ちさわぐなみをしづめて 和歌 秋月まし子

三月をくりかへて見る 和歌 元木綱

くれ竹の枝をとひとひよいほとに 和歌 智恵内子

いくとせかみねにかかれる 和歌 新島八重子

みな人はみ国の花と 和歌 照子

はつ雪や枝にはさらさら 俳句 而后

はつ雪や海あるまでは 俳句 一風

掃除した庭やふわりと 俳句

霜草の露と逃たり 俳句 月松

茶の泡にながめうつしぬ 俳句 一止

落る日の佐渡□□ 俳句 杉芽

日ふ翌は花に大切の 俳句 禾月

鶴の雛□□ひ出したる 俳句

雪折の音か□□のくや 俳句 杉芽

柴売やしはと買はねど 俳句 而辰

戸もささず寝てしまひけり 俳句 南香

朝寝せぬ誓ひ□□らや 俳句

秋風や野は花鳥の 俳句 有節

難波がたしほ（みち）□□ 和歌 不明
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